












原作解説：　『罪と罰』ドストエフスキー

1866年発表された長編小説。世界文学の最高傑作の1つ。貧乏学生
ラスコーリニコフは、選ばれた強者は道徳律を踏み越える権利をもつ
という結論に達し、金貸しの老婆を殺す。だが、罪の意識におびえ苦し
む。耐えきれなくなった彼は、自己犠牲に生きる娼婦ソーニャのすす
めで自首を決意。人間回復への願望を訴える作品。
（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『老人と海』アーネスト・ヘミングウェイ

1952年刊。老漁夫と巨大なマカジキの闘いを描いた。知識
と体力を尽くして闘ううちに、老人は魚に敬意と友愛を抱く
ようになる。二昼夜に及ぶ苦闘の末に銛を打ち込むが、それ
は大海流の自然の力と美の化身たる大魚と孤独な苦闘者と
の激しい合体の瞬間だった。ヘミングウェイの才能枯渇の評
判を一挙に覆した名編である。(参考：世界文学大辞典)

原作解説：　『長靴をはいた猫』シャルル・ペロー

フランスの詩人であり作家のシャルル・ペローの童話集の一編。
親の遺産として小猫一匹しかもらえなかった粉ひきの三男坊が、
賢い小猫の活躍によって王女の婿となるお話。民間伝承の昔話
をペローが創作童話化。児童文学としてだけでなく、フォークロ
ア、幻想文学の源泉として高く評価されている。
（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『ビルマの竪琴』 竹山道雄

太平洋戦争末期のビルマ（現ミャンマー）の戦場を舞台に、音楽好きな水島
上等兵が奏でる竪琴で敵も味方も合唱するという感動の物語。しかし、戦争
が終わっても水島上等兵は帰国せず、僧となり同胞の霊を弔うため戦友た
ちの前から姿を消していく。児童文学作品にとどまらず戦争文学の名作とし
て幅広い読者をもつ。（参考：日本大百科全書）



原作解説：　『ファウスト』 ゲーテ

2部から成るゲーテの代表的な戯曲。第1部は1808年刊、第2部は
1832年刊。ファウスト伝説に取材。究理に絶望した学者ファウスト
が悪魔メフィストフェレスと賭けをし、欲望と快楽を知り、やがて罪
におちるが、少女グレートヘンへの天上の愛によって救われるまで
を描く。ドイツ近代文学最大の作品とされる。
（参考：日本国語大辞典）

原作解説：　『リチャード三世』ウィリアム・シェイクスピア

15世紀薔薇戦争末期、英国王を兄に持つ百戦錬磨の武人グロス
ター公リチャードは、世が平穏に差し掛かって活躍の場を失い、醜
悪な容姿ゆえ人々の嘲笑を受けていた。これを見返し王位に付こ
うと卑劣の限りを尽くす極悪人ぶりを描き、歴史劇の枠を逸脱する
傑作とされている。
（参考:新訳リチャード三世/河合祥一郎訳訳者あとがき）

原作解説：　『嵐が丘』エミリー・ブロンテ

1847年刊、イギリスの女流作家エミリー・ブロンテの長編小説。
嵐が丘という屋敷で養育された捨て子のヒースクリフを主人公
とする物語。ヒースクリフとキャサリンは、愛し合いながらもこの
世で愛を成就させることができず、隣り合った墓で長い眠りにつ
く。悪魔的なまでに激しい人間の情熱を力強い筆致で描いた作
品。（参考:日本大百科全書）

原作解説：　『赤い蝋燭と人魚』小川未明

短編童話。1921年発表。ある人魚が、自分の子供は人間の世
界で幸福に暮らさせたいと、娘を海辺の神社に産む。近くの蝋
燭屋の老夫婦が拾って育てるが、金に目がくらんで見せ物師
に売り渡すと、嵐がおこって娘を運ぶ船は沈み、蝋燭屋夫婦の
いた町も滅びてしまう。正義感が暗いロマンチシズムと溶け合
って、印象的な作品。（参考：日本大百科全書）



原作解説：　『蟹工船』小林多喜二

1929年『戦旗』発表。北洋の蟹工船漁業で起きた事件をもとに
「植民地における資本主義侵入史」をえぐろうとした。季節労働
者として雇われ、国威発揚の美名のもとに搾取された未組織労
働者が、自然発生的な闘いに立ち上がり階級意識に目覚める
姿を描く。プロレタリア文学の理論的、実作的水準を一挙に高
めた画期的作品である。(日本大百科全書)

原作解説：　『ジーキル博士とハイド氏』 スティーブンソン

高名なジーキル博士は、飲むと一片の道徳心も持たぬ凶悪な
人間（ハイド氏）に変身する薬を発明する。しかし、薬の副作用
によりハイド氏の姿を常とするようになり、悲惨な最期を遂げ
る。当時の社会に衝撃を与え、あらゆる階層から糾弾を浴びた
が、人間の二重性の問題をついた点で、きわめてユニークな
作品といえる。（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『レ・ミゼラブル』ビクトル・ユゴー

長編小説。1862年刊行。一切れのパンを盗んで逮捕された
ジャン・バルジャンの数奇に富んだ生涯を描く作品。社会の
悲惨な犠牲者たちを主人公とし、大革命から王政復古へと
激動のフランス社会を描き、壮大な叙事詩的小説世界を構
築している。各国語に翻訳されて愛読され、ユゴーの名を世
界的に著名にした。（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『失われた時を求めて』マルセル・プルースト

フランスの作家マルセル・プルーストの長編小説。1913年
から1927年までかけて刊行された大作。小説は語り手の
「私」がマドレーヌの味をきっかけに蘇った無意識的記憶、
少年時代を語り始めるところから展開される。時間と記憶、
芸術、社交界、同性愛、ユダヤ人の主題が緻密かつ雄大に
描かれる、20世紀を代表する小説。
（参考：世界文学大事典）



原作解説：　『王子と乞食』 マーク・トウェイン

16世紀のロンドン。本物の王子を見たいと夢想する貧しい少年
トムは、ふとしたことから皇太子エドワードにより城内に招じ入
れられる。瓜ふたつのふたりが戯れにお互いの衣服を交換した
ことから、それぞれが正反対の境遇に投げ入れられる様子を描
く。児童や青少年を主たる読者とした歴史ロマンス。
（参考：マーク・トウェイン文学／文化事典）

原作解説：　『かもめのジョナサン』リチャード・バック

米国の作家リチャード・バックの寓話小説で、生きること（食べ
ること）にあくせくする群れから離れ、いかに速く飛ぶかを追求
するジョナサンの姿を描く。１羽だけで生きるカモメの姿から、
絶対的自由と愛の意義までうたいあげる作品で、出版当時
（1970年）若者たちのあいだに口コミで広まり、超ベストセラー
となった。（参考:訳者五木寛之あとがき）

原作解説：　『そして誰もいなくなった』アガサ・クリスティ

イギリスのミステリー作家アガサ・クリスティの代表作。謎
の人物からの招待状で孤島に招かれた10人が民謡の歌
詞通りに次々と殺されていく。「孤島もの」、「見立て殺人」
両方の特徴を併せ持つ最高傑作。全世界で１億部以上を
売り上げ、何度も映画や舞台、テレビドラマとして上演され
ている。（参考：デジタル大辞泉プラス）

原作解説：　『ジョニーは戦場に行った』ドルトン・サランボ

第二次世界大戦勃発の1939年に発表された反戦小説。
第一次世界大戦で負傷した兵士ジョニーの語りのみで記述
されるその内容は非常に強力な反戦メッセージを持つ。
そのため政府の圧力で、戦争のたびに絶版となりその後復
刊を繰り返す。ベトナム戦争の1971年には著者自らの監督
脚本により映画化されている。
（参考：デジタル大辞泉プラス）



原作解説：　『よだかの星』宮澤賢治

よだかは、美しいはちすずめやかわせみの兄でありながら、容姿が
醜く不格好なゆえに仲間から嫌われ、故郷を捨てる。自分が生きる
ためにたくさんの虫の命を奪っていることに嫌悪して、彼はついに
生きることに絶望した。居場所を失い、夜空を飛び続けたよだかは、
いつしか青白く燃え上がる「よだかの星」となり、今でも夜空で燃え
る存在となる。

原作解説：　『人間失格』太宰治

1948年6月から8月まで『展望』に連載。純粋であるがゆえに社会
に調和して生きて行けない大庭葉蔵の姿を借りて、作者の内面的
真実を吐露した作品。作者自身の体験を大胆にデフォルメして使
いながら世俗への反感を表出し、大人の世界の入口でためらう年
齢の若者を魅了した。作者は、作品完成後、連載中に心中した。
(参考：日本大百科全書)

原作解説：　『ツァラトゥストラはこう語った』フリードリヒ・ニーチェ

詩人哲学者ニーチェの晩年の主著で、全4部から構成される。
自分の理想的分身ツァラトゥストラ（ゾロアスター）に「超人」や
「永劫回帰」などに関する教説を語らせた説教集の観を呈する。
経験的事実の背後に開示される根源の生の愉悦に捧げられた
賛歌である点では、処女作『悲劇の誕生』の延長線上にある。
（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『走れメロス』太宰治

小説。太宰治の中期の代表作。昭和15（1940）年初出。妹の結婚
の宴の買い物に来たメロスは、暴君の評判を聞き、短剣を懐中に
城に入って捕えられる。友人を身代わりに処刑を三日間猶予され
たメロスは、さまざまな困難を乗り越えて帰って来る。王は「真実
とは決して空虚な妄想ではなかった。」とメロスを讃えた。
（参考：日本現代文学大事典）



原作解説：　『カラマーゾフの兄弟』フョードル・Ｍ・ドストエフスキー

ロシアの作家ドストエフスキーの最後の長編小説。物欲の権化
のような父の血を、それぞれ相異なりながらも色濃く引いた三
人の兄弟。父親の殺害をめぐる心理的葛藤を軸に、推理小説を
思わせる緊密な構成で展開される。生涯を通じて作者を悩ませ
た思想的、宗教的問題、人間の本質についての思索を集大成し
た世界的傑作。（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『若きウェルテルの悩み』ゲーテ

1774年刊行。純粋な青年ウェルテルは、少女ロッテを知り激し
い恋に陥る。許婚者がいるロッテへの許されぬ恋をあきらめき
れない彼はピストルで自殺する。そこには、貴族社会が市民に
抱く理由のない蔑視に対する憤激も語られている。1770年頃
におこったシュトゥルム・ウント・ドラング（疾風怒濤）の文学運
動の代表的な作品。(参考：日本大百科全書)

原作解説：　『おじいさんのランプ』新美南吉

おじいさんは、小さい頃初めてランプを見て、その明るさに惹
かれ、ランプを商うようになる。やがて、村にも電気が引かれる
時代となった。「…それでも世の中が進歩して自分の商売が役
に立たなくなったらすっぱりそいつを捨てて、昔にすがりつい
たり時代を恨んだりしてはいけないんだ。」と孫に語るおじい
さん。商売のエッセンスが書かれた童話。

原作解説：　『高野聖』泉鏡花

1900年発表、泉鏡花の代表作。飛騨の山中を舞台に旅僧と
魔性の美女との出会いを幻想的にロマンに満ちた独自の世
界観で描く。鏡花の生まれた金沢には多くの伝説が語り伝え
られており、この高野聖も山姫伝説を基盤に、絶妙な語りの
形式をみせる。これまでに本作を原作とした映画、舞台が数
多く制作されている。（参考：日本大百科全書）



原作解説：　『泣いた赤鬼』浜田廣介

赤鬼は、人間たちの仲間になって仲良く暮らしたいと思い、家の
戸口の前に、木の立札を立て、人間が遊びに来てくれるように誘
いました。しかし、人間は警戒して、誰も遊びに来てくれません。
それを聞いた青鬼は、自分が悪者になる事で、赤鬼を人間に信
用させようとします。友達のために、自分が犠牲になってまで尽
くす、切ない友情の物語。

原作解説：　『父帰る』 菊池寛

明治末期、4人暮らしの平和な中流家庭に、20年前情婦と出奔
した父親が落ちぶれて帰ってくる。母と次男は年老いた父を迎
え入れようとするが、父親代わりに苦労してきた長男は激怒す
る。父は家を出ていくが、母と妹の哀願から長男は父を呼び戻
す。肉親間の愛憎をテーマに、簡潔な構成と巧みな反転により
描いた作品。（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『こころ』夏目漱石

長編小説。1914（大正3）年。大学生の〈私〉は鎌倉で会った
〈先生〉に傾倒。しかし，先生は容易に心を開かない。その謎
が、自殺した先生の遺書により解明。恋のために友人を裏切
り、自殺させた過去をもつ先生は、乃木の殉死を聞いて自殺。
愛とエゴイズムの問題が、自己否定に到達した知識人の苦
悩を通じて描かれる。（参考：日本大百科全書）

原作解説：　『ライ麦畑でつかまえて』Ｊ.Ｄ. サリンジャー

長編小説。1951年発表。高校を退学になった16歳の少年
ホールデンの目を通して大人の世界の「いんちき」を告発し、
若者たちの強い共感を得た。当時のハイティーンの活きの
いい話し言葉の文体も魅力で、米国内だけでなく全世界で
読まれ続け、1000万部を超す空前のロングセラーとなり、
10数カ国語に翻訳されている。
（参考：集英社世界文学大事典）



原作解説：　『坂の上の雲』司馬遼太郎

日本騎兵を育成し、ロシアのコサック騎兵と戦った秋山好古。
東郷平八郎の参謀として作戦を立案し、日本海海戦でバル
チック艦隊を破った秋山真之。病床にありながらも、近代俳
諧の基礎を築いた正岡子規。この三人を中心に、維新を経
て近代国家の仲間入りをしたばかりの「明治日本」と、明治
という時代を生きた人々の生涯を描いた司馬遼太郎の歴史
小説。

原作解説：　『羊をめぐる冒険』村上春樹

1982年発表。他者の心に達することの不可能から、他者と
の断絶の中で生きていた<僕>が、<羊>をめぐる冒険に駆り
出される。「自分自身の半分でしか生きてない」と不思議な
力のある女友達に言われ、「僕の残り半分」を見出す行動に
出る。そこには向こう側の世界が待ち受けていた。
（萩原桂子,"村上春樹『羊をめぐる冒険』論: <残余の自己>
との出会い" ）

原作解説：　『アンナ・カレーニナ』レフ・トルストイ

高級官僚カレーニンに嫁いで、平和な生活を送ってきた美
しいアンナは、舞踏会で若い将校ヴロンスキー伯爵と出会
い、夫も子供も捨てて彼のもとに走る。しかし幸福の絶頂期
は瞬く間に過ぎ去り、アンナは良心の呵責に悩まされ、鉄道
に身を投じ、悲劇的な死を遂げる。トルストイの作品中、芸
術的完成度の最も高い小説。（参考：世界文学大事典）
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